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１．はじめに 
我が国では、少子・高齢化、バリアフリーへの

理解の高まり、国際化、そして情報化などに見ら

れる様に社会環境が変化し、さらに厳しい経済環

境の中にあって、インフラ整備に対する社会のニ

ーズが変化すると同時に多様化してきている。例

えば、都市再生や地域活性化に資するインフラ整

備のニーズは高く、早急にこれらの整備を進めて

いかなければならない。 

インフラ整備の事業推進に際しては、これまで

以上に国民や社会に対してその重要性・有益性を

わかり易く示していくことが求められている。こ

れを受けて近年では、事業のプロセス全般におい

て周辺住民や国民が関与できるパブリックイン

ボルメント(ＰＩ)の積極的な議論・導入が行われ

ている。この様な状況の下で、インフラ整備を行

う“専門家”としての行政側から“専門家でない

人”としての住民・国民側への説明手段や、民間

から事業者側への技術提案などの説明手段とし

て効果的な手法が求められており、その一つとし

てＣＧの活用が注目されている。 
以下本論では、インフラ整備におけるＣＧの活

用事例を基にその有効性及び可能性について論

じる。 
２．プロジェクトの流れとニーズ 
一般的なインフラの整備ステップとそれに応

じたＣＧの適用対象を図-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＣＧは、この整備ステップの全てにおいて有効

なツールになり得ると考えられるが、そのステッ

プごとに適用対象と、使用目的ごとに適した技術

が異なってくる。これらに重点を置きながら、以

下では、特に有効性が期待される、事業構想・計

画・設計段階におけるＣＧの活用について論じる。 
３．ＣＧの使用目的 
ＣＧの適用対象と使用目的・確認項目との関係

を図-2に示す。 

従来、インフラの整備では、計画や設計時点に

おける完成イメージの説明手段として、必要に応

じてスケッチや模型が用いられてきた。これに加

え、最近ではＣＧが多用される様になっている。

これはパソコンにおけるハード及びソフトの発

達を背景に、ＣＧが以前よりも短期間に、簡易的

に、低コストで作成できる様になってきたことに

よる。また、交通流検討などに関する解析結果を

視覚的に理解し易くにするためにＣＧが用いら

れることもある。ＣＧは、多くの複雑な情報を視

覚を通して感覚的に理解することができ、一度、

３次元のモデル化を行ってしまえば、構造や色合

いなどの部分的な修正が容易で、あらゆる視点か

らの画像が得られるという長所を有している。 
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図-1 インフラの整備ステップとＣＧの適用対象

Step1 事業構想段階 

Step2 計画段階 

Step3 設計段階 

Step4 施工段階 

Step5 維持管理段階 

対象物の計画立案、等

施工計画、等 

景観デザイン計画、等

《整備ステップ》 《ＣＧ適用対象》

図-2 ＣＧの適用対象と使用目的 

①対象物の

計画立案

a)事業の企画提案におけるイメージ画 他

（構造物の種類、全体イメージ） 

②景観 

デザイン

③施工計画

（計画段階）

a)構造（応力）解析の結果 

b)交通流シミュレーションの結果 

（施工時、完成時）       他 

a)既存構造物と新設構造物の位置関係（地

上、地下） 

b)工事中の仮設計画、作業帯計画における

イメージ            他

a)形状、寸法、色、明るさ、質感等の見た

人への印象（周辺の自然・構造物・文化

との調和） 

b)歩行者やドライバーの視点での安全・安

心・使い易さ（圧迫感、等）   他

《使用目的・確認項目》《ＣＧ適用対象》

④解析結果

の表示 
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４．ＣＧの適用例 

４.１ 対象物の計画立案への適用例 

図-3 は軌道架替えを想定し、図面を３次元モ

デル化し、ドラ

イバーの視点か

ら見た静止画を

作成したもので

ある。視認性と

構造物の関係、

歩行者の安全性

を検証すること

が可能である。 

４.２ 景観デザインへの適用例 

図-4 はデジタルカメラにより昼間に撮影した

既存橋梁及び風景写真を夕方のイメージに改質

し、その上に高架橋及び照明(多数の光源)のＣＧ

画像を合成したものである。夕刻の高架橋イメー

ジを再現し、周辺環境との調和を検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.３ 計画段階における施工計画への適用例 

（１）地下構造物の配置計画への適用 

図-5 は既存の地下埋設物の位置及び寸法デー

タを３次元モデル化し、新たに構築する地下構造

物の施工計画検討を行ったものである。見えない

地下の３次元的な構造物の取合いの検討に有効

で、都市部で増加するであろう地下利用のニーズ

にも適用できる。また、施工後にデータを更新す

ることで、将来計画への活用も期待される。 

 
 
 
 
 
 
 

（２）工事作業帯の配置計画への適用 

図-6は３次元モデルを作成し、明るさや光のあ

て方の調整により昼間と夜間の工事作業帯イメ

ージを作成したものである。これにより、工事作

業帯に隣接する歩車道の状況を明確にイメージ

することができ、施工計画の妥当性確認のみなら

ず、わかり易い住民説明資料として活用できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
４.４ 交通流シミュレーションへの適用例 
図-7は交通流シミュレーションを実施し、その

解析結果を平面図上に示したものである。これに

より、渋滞箇所な

どを視覚的に確認

することができ、

道路構造、動線、

車両運行、信号現

示等の交通計画に

活用できる。 
５．おわりに 
今回紹介したＣＧの活用事例は、インフラ整備

に寄与する中の一部分であろう。将来的には様々

なケースへの適用が標準化され、その活用が多く

の事業において当然となる日が来るかも知れな

い。最近では、住宅メーカーが完成後のＣＧを提

供するサービスも行われている。ＣＧ作成は比較

的身近になったとは言え、まだ専門的分野の域を

脱しておらず、今後、ＧＩＳとのリンク、データ

ベースの充実、入力手間を効率化できるインター

フェースの発達などが、ＣＧ活用推進の糸口にな

ると思われる。今後も、同分野の研究をさらに進

めていく予定である。 
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図-5 ＣＧ静止画の例（地下埋設物） 

→３次元座標にて離隔を測定 

新設 地下構造物(青色部分)

図-7 ＣＧ動画の例 

（交通流シミュレーション結果）図-4 フォトモンタージュの例 

（既存橋梁写真に高架橋ＣＧを合成） 

高架橋(ＣＧ)

既設橋梁(写真)

昼間縮小・待機時

夜間拡張時 

図-6 ＣＧ静止画の例（工事作業帯） 

図-3 現況と完成予想の例 

現況(写真) 

完成予想(ＣＧ) 
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